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平成 23年 12月生まれの赤ちゃん

      （募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・  生年月日 ・
住所・  電話番号・保護者名を記入して　〒 328 ‐ 8686 市
役所秘書広報課へ。

                写真は返却しません。
 　   （締め切り）　平成 24 年  ２月生まれ  12 月   ６日（木）
  　 （当日必着）　平成 24 年  ３月生まれ   １月  15 日（火）

とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。
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ー
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９
月
29
日
、
藤
岡
文
化
会
館

で
『
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
登
録
記
念
講
演

会
』（
栃
木
県
・
栃
木
市
・
小

  

全
山
が
県
内
最
大
の
都
市
公
園

 

　
　
　
　
七
石
見
つ
け
、
ゆ
っ
く
り
登
山

　

市
の
南
西
部
、
佐
野
市
と

岩
舟
町
に
ま
た
が
り
三み
か
も
や
ま

毳
山

（
２
２
９
㍍
）
が
あ
る
。
古
代

か
ら
旅
人
の
目
標
で
万
ま
ん
よ
う
し
ゅ
う

葉
集
に

も
歌
わ
れ
て
い
る
。
栃
木
百
名

山
の
一
つ
で
全
山
が
県
内
最
大

の
都
市
公
園
に
な
っ
て
い
る
。

　

栃
木
、
佐
野
、
岩
舟
の
３
市

町
か
ら
登
れ
、
危
険
な
場
所
も

ほ
と
ん
ど
な
く
、
階
段
も
整
備

さ
れ
て
い
て
３
時
間
ほ
ど
で
縦

走
で
き
る
。
週
末
に
は
登
山
者

に
家
族
連

れ
の
ハ
イ

カ
ー
、
観

光
客
も
加
わ
っ
て
に
ぎ
や
か

だ
。
登
る
の
が
苦
手
な
人
は
東

口
広
場
か
ら
出
て
い
る
フ
ラ

ワ
ー
ト
レ
イ
ン
を
利
用
す
る

と
、
平
日
に
限
る
が
山
頂
中
継

広
場
ま
で
到
達
で
き
る
。

　

登
山
道
の
途
中
に
岩
の
露
出

し
た
部
分
が
あ
り
、
特
徴
的
な

岩
に
古
く
か
ら
親
し
み
を
込
め

た
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ち
ょ
う
ど
藤
岡
町
部
分
に
あ

る
の
が
「
三
毳
山
七な
な
せ
き石
」。
公

園
の
南
口
広

場
近
く
か
ら

「
下し
も
つ
け
の

毛
野　

み

か
も
の
山
の　

小こ
な
ら楢

の
す　

ま

ぐ
は
し
児
ら
は　

誰た

が
笥け

か
持
た

む
」
の
万
葉
歌
碑
の
あ
る
三
毳

神
社
の
奥
社
を
目
指
し
て
進
む

と
最
初
に
日
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
の
足
跡
石

に
出
合
う
。
山
頂
中
継
広
場
近

く
に
硯
す
ず
り
い
し石
、
西
に
向
か
っ
て
わ

ん
ぱ
く
広
場
に
下
る
と
途
中
に

夫め
お
と
い
わ

婦
岩
が
あ
る
。

　

逆
に
展
望
台
を
経
て
中
岳
、

ピ
ー
ク
の
青り
ゅ
う
が
た
け

竜
ケ
岳
方
面
の
北

に
向
か
う
と
天て
ん
ぐ
い
わ

狗
岩
、
蝋ろ
う
そ
く
い
わ

燭
岩

な
ど
が
次
々
と
現
れ
る
。
岩
を

観
察
す
る
と
名
前
の
い
わ
れ
に

納
得
す
る
。
広
場
の
案
内
板
に

大
体
の
場
所
が
提
示
し
て
あ

り
、
分
か
り
や
す
い
。

　

佐
野
市
部
分
に
も
佐
野
七
石

が
あ
る
。
石
を
見
つ
け
な
が
ら

山
を
歩
け
ば
格
好
の
休
憩
に
も

な
り
、
七
石
は
先
人
の
知
恵
の

産
物
と
い
え
そ
う
だ
。

▲ハング・パラグライダー場からは、色とり
どりのグライダーが飛び立つ。
◀岩の形がロウソクの炎に似ていることから

「蝋
ろうそく

燭岩」と名付けられている。

　

中田　龍
た つ き

輝ちゃん

完成
記念シンポジウム開催

喜多川歌麿「品川の月」高精細複製画

山
市
・
野
木
町
共
催
）
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
知
事
や
近
隣
首

長
が
出
席
。
祝
辞
の
後
、
く
す

だ
ま
割
＝
写
真
＝
や
講
演
等
が

行
わ
れ
、
４
０
０
席
の
会
場
を

埋
め
尽
く
す
来
場
者
が
あ
り
大

　栃木文化会館で 10 月 14 日、市が制作を進めてきた喜多川
歌麿の肉筆画大作「品川の月」高精細複製画の完成を祝い、記
念シンポジウムが開催されました。
　まず、舞台上で「月」複製画の除幕式が行われました。表
具も含め縦 180㎝、横 350㎝ほどの大きな作品が現れると約
1,000 人を集めた会場から大きな拍手が起こりました。
　その後、第１部では、フリーア美術館・日本美術統括責任者
のジェームス・ユーラック氏が同美術館と日本美術の関わりに
ついて、市特別顧問で大和文華館館長の浅野 秀

しゅうごう

剛 氏が「月」
の作品についてそれぞれ講演し、さらに両氏によるパネルディ
スカッションも行いました。
　第２部では、テレビ・ラジオで活躍する山田五郎氏が講演し、
歌麿などを使った本市ならではのまちおこしを提案。会場では、
うなずきながら聴き入る人の姿が数多く見られました。
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変
盛
況
で
し
た
。
第
２
部
は
、

会
場
を
遊
水
地
に
移
し
て
自
然

観
察
会
が
行
わ
れ
、
約
70
人
参

加
。
講
師
の
説
明
を
熱
心
に
聞

き
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
の
影
響
に
よ

り
悪
天
候
も
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
あ
り

成
功
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。
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